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決裁期日 平成 27 年 2 月 15 日 

名 称 平成 27 年度 第 2回 上富良野町立病院運営審議会 

日 時 平成 28 年 2 月 10 日（水） 10 時 00 分から 11 時 25 分 

場 所 役場 2階審議室 

出席者 
副町長、北川委員長、松岡委員、小玉委員、大道委員、事務長、次長、狩野主査、

末永主査  

内 容 

副町長、北川委員長挨拶の後、次のとおり審議した。（副町長、公務のため退席、

鎌田委員は、欠席） 

１ 平成 27 年度病院事業会計決算見込み状況について 

・別紙資料により説明、概要は次のとおり。 

・27 年度の決算見込みは、事業収益 824,633 千円、事業費用 852,883 千円とな

り当期純損失は、28,250 千円となる。 

（病院事業費用） 

・医業収益は 519,791 千円、前年対比で△10,829 千円の減少。 

・老人保健施設事業収益は 139,630 千円の 7,288 千円の増加。 

・医業外収益 165,212 千円の 7,370 千円の減少。 

・特別利益 無し。 

事業収益は、824,633 千円で 12,321 千円の減少となる見込み。 

・入院患者の減少により収益が落ちたが、老健の入所者の増により増額となった。

経費の減少は、旭川医大からの出張診療医の減少と 27 年度は特別損失（26 年

度の特別損失 27,371 千円）の計上が無かったことが主な要因である。 

２ 平成 28 年度病院事業会計予算(案)について 

・別紙資料により説明、概要は次のとおり。 

 病院事業収益と病院事業費用は、910,835 千円で 11,877 千円の減少である。

資本的収入及び支出は、35,854 千円で 18,408 千円の減少。主な要因は、国庫

補助金 20,000 千円に減額し、調整交付金事業により医療器械、Ｘ線デジタル画

像パネル転送システム等の更新となっている。 

３ 薬剤師等の処遇の改善について 

  ・薬剤師と看護職員等の需給関係を説明し、「初任給調整手当の新設」と「看護

師等養成奨学金貸付金の増額」について、説明した。 

・ 以上資料を説明し 3月定例議会に提案することで各委員から了承を得る。 

 


